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1 2 3 4 5 6

1 地ⶶ立ീ板☃ ◎ 24 25 29 35 ● ●

中世の石仏では市内最大で、ᘏ文3（1358）年の⣖年㖭をもつ。この石仏は᙮られた石が地中から生えฟたように見える
ことから「はえ䛼き地ⶶ」もしくは「ṑᢤけ地ⶶ」と呼ばれている（赤穂の昔話）。近隣には㜿ᘺ㝀ዴ᮶と地ⶶ⸃の石仏
がある。県指定。

2 石造ᐆ⠑印ሪ（ ᮶南） ◎ 22 24 25 29 ● ●

西有年の旧西国街道にἢった北ഃにあり、もとは300ｍほど西の街道筋にあったが、ほ場整備にకい平成7（1994）年に
現在地に移築。⣖年㖭がないが、㝮㣭✺㉳のりやษ込みのල合、ሪ身内の᭶㍯やᲙᏐの大きさ、⸆◊᙮りの᙮法、
花座のⶈᘚの様ᘧ、基♏の᱁⊃間の形などから見て南北ᮅ時代中期ごろ(14～15世⣖ึ頭)のものと推測される。地
ඖでは、大ᑗ㌷のとఏわる。市指定。

3 向山㍯ሪ ◎ 22 24 25 29 ● ●

向山の北麓、中世の⟃⣸大道（近世の旧西国街道）に面して立地する、㙊時代ᮎからᐊ町時代ึ頭頃と推定される
㍯ሪ。花ᓵᒾ〇の高さ約1.7ｍ大形のもので、地㍯・水㍯・ⅆ㍯・風㍯・空㍯のそれぞれのᅄ面にᲙᏐが้まれてい
る。市指定。

4 石造㢟目➟ሪ፠ ◎ 24 25 29 ● ●
黒沢山山頂にある、光明寺ᮏ堂跡を取りᕳく㍯ሪやᐆ⠑印ሪ⩌にΰじって建立されている。「ᗣỌᅄ(1345)年எ㓀
᭶十三᪥」と้まれている。市指定。

5
石造ᐆ⠑印ሪ
（光明寺跡）

◎ 24 25 ● ●

黒沢山山頂の光明寺跡にはᐆ⠑印ሪや㍯ሪが多ᩘ残されており、その多くは南北ᮅ期前後の形ᘧを備えていて、
寺が最も栄えていた時期を示している。その一つに正面ྑ東部に「建Ṋ（1335）எ᭶᪥」、ᕥ東部に「㔠๛షᖌ
Ⰻ」の㖭をもつᐆ⠑印ሪがある。市指定。

6 光明寺町石 ◎ 22 24 25 27 29 ● ●
光明寺奥の院参道にあり（一部は赤穂市立有年考古館に移設）、㍯ሪの地㍯部(基♏)を長くした長⬮㍯༞ሪ፠形
ᘧのもので、基♏部に経名や町ᩘ、㢪名などが้まれている。市指定。

7

楢原村文᭩及び
楢原自治文᭩
(村1,083点)(自治1,375
点)

◎ ●

近世・近代にわたる楢原村文᭩2,139点、近現代の楢原自治文᭩319点からなり、市内最多の村文᭩である。森赤穂
⸬がฟした㡿域支配のための⸬法・触᭩が年ḟを㏣って᭩きされており、⸬の行ᨻ・経῭ᨻ策の推移をヲ⣽にᤊえ
ることができる。村方の≧ἣに関する多年にわたるྐ料が㐃続して㑇されているところはᕼで、楢原自治文᭩には、
田⏿ばかりでなく山林原野の地⛒改正、地౯ಟ正に関するᖒ⡙も西播地域では珍しくᥞって残されている。市指定。

8 原村文᭩ ◎ ●

ᐶỌ2(1625)年以㝆、昭和ึ年に至る同地の村方文᭩(村所文᭩)で、長期にわたる村方支配の様子を示したもの。な
かでも土地関ಀでは江戸時代を通じての土地台ᖒが保存されている。山陽道の宿場(東有年)に隣接し、千種川水運の
中継地でもあったため、交通運㍺に関する通㐩᭩などのྐ料も多い。市指定。

9
有年考古館
収ⶶ考古資料

◎ 23 34 ●
松岡秀夫によって昭和25（1950）年に設立された考古・民俗資料館に収ⶶされた資料で、収ⶶ資料は地域のṔྐ文化
を⌮解する上でᴟめて㔜せなもの。市指定。

10
有年原・田中㑇跡
ฟ土柱部ᮦ

◎ 23 34 ●
発᥀ㄪᰝによって旧河道内から発見された、᥀立柱建物の柱部ᮦ。ᮦ㉁はヒノキ、時代はᘺ生時代後期と考えられて
おり、上部にᱱをかけるพみがあり、㈏を通す✰があけられていることから、庫の柱と考えられている。市指定。

11
西有年・長根㑇跡
ฟ土木ᦾ⮻

◎ 23 29 34 ●
ᐊ町時代の戸内にᢞᲠされて見つかった木〇の木ᦾ⮻。国的にฟ土が珍しく、ฟ土㑇物としては国内最古の
資料である。市指定。

12
有年原・田中㑇跡
ቡୣฟ土土ჾ

◎ 23 34 ●

ほ場整備事業にకう発᥀ㄪᰝによって発見された、大ᆺቡ⩌ฟ土の㣭土ჾ⩌。有年原・田中㑇跡ቡୣは、ᘺ生
時代から古ቡ時代の移行期におけるᇙⴿ㑇ᵓとしてᴟめて㔜せであり、ቡୣの年代をỴ定䛵け、同時期のⴿ㏦礼
の様相を示すものとして㈗㔜である。市指定。

13
黒尾㡲㈡神社⩏ኈ画ീ図
絵馬及びዊ納㢠

◎ 26 ● ●

Ọ2（1849）年に地域ఫ民を施としてዊ納された絵馬⩌。ி⊁野ὴとされるⳢ原Ọᚓ画の⩏ኈ絵馬49ᯛとそのዊ納
㢠1面でᵓ成される。旧赤穂郡内最古の⩏ኈ絵馬として市指定文化財(Ṕྐ資料)に指定されている。現在、ຎ化のため
Ṕྐ༤物館に寄クされており、現地には䝺プリカが展示されている。市指定。

14 前ྃ集㢠 ◎ ● 明和5(1768)年にዊ納された前ྃ集㢠で、当時のᗢ民の文ⱁ㝯盛の様子がうかがえる資料。市指定。

15
牟礼八幡神社
農⪔図絵馬

◎ 33 ●
明治10（1877）年代にዊ納された木〇ᡥ㢠で、農స業絵や祭礼絵が区画に分して描かれている。描かれた農ලと
用法がよくわかり、江戸時代ᮎ期の農業の実態をよくఏえている。市指定。

16 භ地ⶶ ● 25 ● ●

赤穂市南部にあったභ地ⶶのほとんどは南野中のᩪ場付近に移築されているが、有年地区については現在も場周
辺にභ地ⶶが残り、横山地、上北原ᐑ（2か所）、東中野、西中野、上Ⳣ生、光明寺、中所、原、河原、谷口、横尾、片
山、野田、新田、北␊、田、山田、黒尾、中ᓥの20䞃所の分ᕸが▱られている。

17 地ⶶ（田中） ● 25 ● ● ⽥無山山麓にあり、舟形後⫼をもつ༙⫗᙮りの石仏。ീ高117䟛、正ᚨ2（1712）年2᭶9᪥の造立。

18
地ⶶ・㜿ᘺ㝀ዴ᮶ീ
（明ᗡ跡）

● 25 ● ●
かつてのᗡ寺跡に᙮りの地ⶶᆘീ（ീ高30䟛）、板☃形後⫼をもつ㜿ᘺ㝀ዴ᮶ീ（ീ高47䟛）がある。

19 ᭶見地ⶶ ● 25 ● ● かつては戦時中に有年横尾谷口に開していた人々によってಙ௮されていた。ീ高24䟛の᙮りの石造地ⶶ。

20 ሯのඖ地ⶶ ● 22 25 ● ● 旧西国街道の一里ሯがあったところにീ高100䟛の᙮りの石造地ⶶが♭られている。ா保9（1724）年の造立。

21 ⺬淵の⸆ᖌ石仏 ● 22 25 35 ● ● ●
矢野川の深淵のᗏから引き揚げられたものとゝわれ、病Ẽ・ᡃの治⒵や、㞵ஒいの神としてಙ௮されている。（赤穂の
昔話）

22 向山〈地ⶶ ● 22 25 ● ●
国道2号ἢいにあるガ䝋リン䝇タン䝗造成中に発見された、高さ40䟛の花ᓵᒾ〇の座ീ。磨⁛が⃭しいが現在はこのガ䝋
リン䝇タン䝗の東㝮にᏳ置されている。

23 清水山Ⓩり口の地ⶶ ● 22 25 27 ● ● はりま台のᏯ地造成中に発見された、明和9（1772）年㖭の地ⶶ。現在は、はりま台のබ園内にᏳ置されている。

24 大山Ⓩり口地ⶶ ● 22 25 27 ● ●
上Ⳣ生から西有年へ㉺す峠の入口にあり、大山峠方面へ行く人々や山事へ行く村の人のᏳを♳㢪して建立され
たもの。50䟛と70䟛の2体の地ⶶでともに座ീ。建立年代は不ヲだが江戸時代のものと推定される。

25 清水峠地ⶶ ● 22 25 27 ● ●
上Ⳣ生から横山へᢤける道の頂上にある、高さ70䟛の自然石の立ീ。光⫼には「ኳ保(1838）ᠿ年භ᭶䚷世話人谷
中」と้まれている。

26 ഐ示ケ㰯地ⶶ ● 22 25 27 ● ●

旧有年小学ᰯ跡地の西、⣽長く✺ฟした尾根のඛ➃付近をഐ示ケ㰯といい、東有年と西有年の境⏺となっている。地
ⶶはもと旧国道坂折峠に♭られていたが、この尾根のඛ➃東ഃの中腹に移築された後、現在は光明寺の境内に移され
ている。「さかおれ峠の地ⶶ」とも呼ばれ、高さ2ｍ余りの立ീで、当時交通の難所であった坂折峠のᏳを㢪って、時の
庄屋であった有年Ⰻᕥ⾨門が施となりኳ保8(1837)年に建立した。

27 寺山地ⶶ ● 22 25 27 ● ●
片山から光明寺への参道、奥池のሐにある。高さ95䟛ほどの石造で、表に『⌮ぬ᐀⣧䚷ᮏぬ▱⣧』裏に『光屋長ḟⰋ
父』の㖭がある。

28
ඹ同地地ⶶ
（片山ඹ同地）

● 25 ● ●
༙⫗᙮りの地ⶶ⸃ീ・㜿ᘺ㝀ዴ᮶ീがある。ീ高はそれぞれ36䟛、40䟛。

29
鯰峠の地ⶶ
（馬路の地ⶶ）

● 22 25 27 ● ●
かつて交通の難所であった鯰峠の道中Ᏻを㢪って建立された、高さ1.2㼙の立ീ。明治13(1880)年ごろ建立され、明
治37(1904)年に建された。

30 ⶶ地内の ● 25 27 ● ● かつて西有年から大津へᢤける山道に♭られていた高さ1.6㼙ほどの立ീ。現在は横山集所⬥にᏳ置されている。

31 地ⶶ（横山） ● 22 25 27 ● ● かつて大山西峠に♭られていたが、現在は県道横山線ἢいභ㌺家付近に移されている。高さ43䟛の༙⫗᙮り地ⶶ。

32 不動山石仏 ● 22 25 27 ● ● ●
千種川と長谷川の合流点を不動ケ淵といい、かつては交通の難所であった。㏕るような᩿ᓴ⤯壁のᒾ陰に高さ30䟛の
不動明⋤ീが♭られていたが、近年はⴠ┙のため現在地に社が建立され、移された。

33 八十八ヶ所石仏 ● 25 ● ●
光明寺の奥まった山の斜面に、ᕥྑに整然と88体が୪んでおり、明治明治8～10（1875～1877）年にかけて建立され
た。ほかに明治10（1877）年頃に建立された三十三ヶ所石仏もある。

34 㔜ねⲨ神 ● 25 ● ● ᕧ石をつ㔜ねた⚆。ሰの神、✄Ⲵ社を♭っているという。

35 原組の道ᶆ ● 22 25 27 ●
高さ60䟛、ᖜ28䟛の道ᶆには『䜭䚷ྑハ䚷かみこを里䚷䚷ᕥハ山のさと䚷道」と้まれている。現在は原組集所に移
設されている。

36 有年村道路ඖᶆ ● 22 25 27 ●

㻶㻾有年駅の南「有年駅前」交ᕪ点から県道高㞝有年横尾線を南に入り、かつての旧道との交ᕪ点付近に建つ。戦後の
県道ᣑᖜ時に᧔ཤされていたが、平成3(1991)年にもとの置近くに立て直された。高さ67䟛、25䟛ゅの花ᓵᒾ〇の石
ᶆで表「有年村道路ඖᶆ」、裏「兵庫⦩」と้む。

37 道ᶆ（中ᓥ） ● 22 25 27 ●
矢野川にかかる中ᓥ橋のྑ岸に建つ、高さ62䟛、21䟛ゅの道ᶆ。『ྑ䚷上郡䚷䚷ᕥ䚷ウ䝛䜶キ』と୪び้まれ、その中ኸ
下には『道』が同グされている。他面には『大正十（1923）年十᭶』とある。

38 道ᶆ（ሯのඖ） ● 22 25 27 ●
国道2号ᣑᖜ改ಟ時に取り㝖かれていたが、地ඖの協ຊにより平成3(1991)年にඖの置近くに建て直された。
「ྑ䚷上郡鳥取道」「ᕥ䚷岡山広ᓥ道」「御大グᛕ䚷昭和三(1928)年」と้んでいる。

39 寺山道ᶆ（片山） ● 22 25 27 ●
東有年の片山から谷筋の道をⓏり、◁防䝎ムから北東へ100ｍほどのところにあり、かつて楢原と黒沢への道を示したも
のである。高さ66䟛、17䟛㽢15䟛の花ᓵᒾ〇で、「ྑならはら䚷ᕥくろさは」と้む。

40 寺山道ᶆ（三㌺家） ● 22 25 27 ● ●
有年楢原の三㌺家の谷筋をⓏったところにあり、かつて片山と黒沢への道を示したものである。高さ56䟛、15䟛㽢14䟛
の花ᓵᒾ〇で、「ྑ䚷くろさは䚷䚷ᕥ䚷うね」と้む。

41 村境の道ᶆ ● 22 25 27 ●
旧山陽道ἢいの高山Ꮿ屋敷㝮にある。高さ50䟛、26䟛ゅの村境の石ᶆで、正面に「東䚷牟礼東村䚷䚷西䚷横尾村」と୪
び้まれている。

42 道ᶆ（ᐑ前） ● 22 25 27 ●
旧国道ἢいに東有年集ⴠを西にฟたところにあったが、現在、赤穂市立有年考古館に移設されている。ᕥに行けば赤
穂城下まで三里、ྑへ行けば西国街道という内ᐜが้まれている。

こと 解　説
地域の歴史
文化の視点

赤穂を代表する歴史文化
名　称 もの 場№
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名　称 もの 場№

43 池㨶ሯ（西有年） ● 25 ● ● ●
高さ約1.5ｍほどの自然石をຍᕤしたもので、表に「南᪢㜿ᘺ㝀仏」とグされた下に横᭩きで「池㨶ሯ」、ഃ面に「Ᏻᨻ
（1858）年ᠿ༗三᭶䚷䕕原䚷ᐑ原中」と้まれている。目の前にある木ノ目池の池㨶に対する౪養ሪ。

44 池㨶ሯ（ሯのඖ） ● 22 25 27 ● ● ● 道路改ಟ資㔠のためにられた池の㨶へのឤㅰと౪養のሯ。ኳ保7（1836）年の年号が見られる。

45
西川㡲㈡神社移転
グᛕᶆ☃

● 25 27 ● ●
明治25(1892)年7᭶23᪥の千種川大洪水の後、㡲㈡神社(西川)を原村に合♭したことにより、明治42(1909)年に⚆跡に
グᛕᶆを建てたもので、高さ150䟛、ᖜ87䟛を測る。

46 奥池ቑ築グᛕ☃ ● 25 ● ● 昭和15(1940)年、奥池のቑ築をグᛕして建立された。

47 有年大池❹ᕤの☃ ● 25 ● ●
戦前から食糧不足、農地の開拓、農業用水の☜保のために県事業によって❹ᕤした有年大池の❹ᕤグᛕ☃。昭和
28(1953)年建立。

48 山林保護グᛕ之☃ ● 25 ●

西有年は山林所有者が多く、野山も1,300町歩と広大な面積をᣢっているが、㗬をᣢって山に入ることはᛌく思われて
おら䛪、時々村役人によって取⥾りが行われていた。この☃文からは、㐪者を取り⥾まったᏳ⸨బኴ㑻のᩘ々の労ⱞ
に対するឤㅰのᛕを▱ることができる。明治34(1901)年に建立。

49 ᒾᮏྜྷኴ㑻ᓫᚨ☃ ● 26 ● ●
昭和27(1952)年、ⱝくして神戸で⡿ၟᗑをႠんで収入をᚓ、郷里の有年牟礼八幡神社、山田地区の池改ಟ➼に多㢠
の寄付を行ったᒾᮏྜྷኴ㑻を㢧ᙲして建てた石☃。

50 立花⦭ඛ生☃ ● 26 ●
明治35(1902)年建立、上郡町大ᯞ新より牟礼立花氏に᎑䛞、近郷の子ዪに⦭、行స法をᩍえた。台石に門下生60
余名の名を้む。

51 里正⏒ⶶ之☃ ● 26 ● Ᏻᨻ2(1855)年、里正⏒ⶶのຌ⦼をㆭえ村の人々が集まって建てた。

52 谷口庄三☃ ● 26 ● 明治35（1902）年、赤穂郡長古田ᗤによってその業⦼が₎文で้まれており、里正⏒ⶶのとともに建ち୪んでいる。

53 田⹒山ඛ生之☃ ● 26 ●

㡲㈡神社(有年原)南西の矢野川土ᡭἢいにある田Ꮿᗞඛに建てられている。学ၥ・多ⱁにඃれ、地ඖ有年の人々の
みなら䛪、㐲く⯪坂・三石・高田の人々にも源氏流活花・⟬┙・⩦Ꮠなどを指ᑟ。大正8(1919)年、門ᘵたちが業⦼・ᚨを
ះって☃を建立。☃文のấは当時、赤穂郡長であった古田ᗤによるもの。

54 三Ꮿඛ生☃ ● 26 ●
三Ꮿ光広は通称新助といい、木生谷の人。有年牟礼原村に移りఫみ、寺子屋「正カ堂」でᩍえた者800余人という。明
治4（1871）年の光広Ṛཤ後、明治5（1872）年に門ᘵが建立した。高さ192䟛を測る。

55 三Ꮿ光ᨻඛ生☃ ● 26 ●
三Ꮿ光ᨻはዴ山と号し、明治7（1874）年から原村時⩦小学ᰯのᩍဨとなり、明治34（1901）年にᰯ長を務めた。明治42
（1909）年にṚཤ。明治43（1910）年に建立された☃は、高さ216䟛を測る。

56 大ᔱඛ生☃ ● 26 ● ຍ里屋に生まれ、41ṓで有年にఫみ子ᘵにᩍᤵした。ኳ保10(1839)年2᭶に病༞。Ọඖ(1848)年に☃を建立。

57 平ඛ生之☃ ● 26 ●
赤穂城下の人、大ᓥ助長直のḟ子。ᗂᑡよりᩘ学をዲみ赤穂⟬学をಟめる。門人⏒だ多く、石☃建立に㝿しては
300人が関ಀしたという。ኳ保4(1833)年建立。

58 山ᓮඛ生之☃ ● 26 ●

赤穂郡原村、ᐊ定㑻の⏨として生まれ、ᗂい頃から文学、⟬⾡がዲきであった。奥⩏をᴟめ郷里にᖐり、ᘵ子千
余人、ᩍᤵとなって各村のබ務所を助けた。明治9(1876)年の地⛒改正௧の後、山林原野のㄪᰝ測㔞を┘╩した。明
治17(1884)年に78ṓでஸくなり、明治23(1890)年に☃建立。

59 江見⦭ඛ生☃ ● 26 ● 㠡ᒃ野᱓より原村江見氏に᎑䛞、近郷の子ዪに⦭をᩍえた。大正2(1913)年建立。

60
生花源氏流家ᮏ
千葉龍ᘦ☃

● 26 ●
明源寺ఫ⫋で源氏流活花家ᮏであった千葉龍ᘦの☃。明治23（1890）年建立。

61 松岡༤ኈ之ീ ● 26 ● ●

松岡與之助医学༤ኈは、松岡ව助の長⏨として明治21(1888)年に生まれ、大正14(1925)年に松岡眼科病院を創立、医
学◊㛑にດめるかたわら地ඖ㟷年の指ᑟ・⫱成や郷土ྐの᥈ồを行った。有年考古館ึ代館長であった松岡秀夫氏
のにあたる。ീは赤穂市立有年考古館の東に建ち、☃文は市川༤ኈによる424文Ꮠに及ぶ₎文㖭。

62 大田松岳⩝ᑑ☃ ● 26 ●
ி㒔භゅ堂池之ᆓに入門し、ᤄ花の道を学び◊㛑にດめ、奥を✲めるとともに㔜せな⫋につき、その道の発展にᑾ
ຊした。大正10(1921)年建立。

63 小河ඛ生☃ ● 26 ●

小河Ꮮྑ⾨門はᮏ名を秀⮧といい、ᗂ児から原村の寺子屋⣲行堂で大ᓥ長直に学んだ。17ṓになるኳ保6(1835)年に
楢原に「㞼龍堂」と称して寺子屋を創立、ㄞみ᭩きをᩍえる。門人は有年を中心に上郡・相生から岡山県にまでおよび、
最盛期は200人以上に㐩したという。石にはඛ生をㆭえた☃文とḷ3㤳が้まれ、台座には建立した門人らの名前が
้まれ、 時の寺子屋の㝯盛がうかがわれる。

64 寺田⩝之☃ ● 26 ● ῟Ὀ寺を創建した寺田ᘺ治㑻（法名῟Ὀ）の㢧ᙲ☃。明治30(1897)年建立。

65 谷内⦭ඛ生ᑑ☃ ● 26 ● 上郡町➉より上Ⳣ生谷内氏に᎑䛞、近郷の子ዪᩘ百名に⦭、行స法をᩍえた。大正2(1913)年建立。

66 ᮏᮡຊኈの☃ ● 26 ●

東有年と西有年の境を「ഐ示ケ㰯」といい、⯉≧にのびた尾根が平野に✺ฟしている。尾根のඛ➃を西有年ഃにまわっ
たところにᩘ基のがある。䜂とつはᮏᮡⱱ兵⾨ので、明治9(1876)年に門人たちが建立したもの。ᖥᮎから明治
にかけて西有年の大㑊神社ではᐑ相᧞が盛んで、ᮏᮡⱱ兵⾨は່進ඖであった。

67 Ᏻඛ生☃ ● 26 ●
Ᏻᩄ一は代々庄屋⫋のഐらᏳሿと称する寺子屋を拓き、村人に造花・三線・ί⍠⍵のㅖⱁをఏᤵした。明治
2(1869)年に59ṓでἐし門人たちが明治14(1881)年に建立。☃に和ḷを一㤳้む。

68 馬ᔱඛ生☃ ● 26 ●
馬ᔱ┆๎は有年村で医業のഐらᩍ㠴をとり、有年小学ᰯで学業をᩍえた。明治37（1904）年に71ṓでἐ。同年に石☃
が建立された。

69 三村ඛ生☃ ● 26 ●
Ọ2(1849)年、西有年に生まれ、代々農業を生業としㅖⱁにᕦみで造花・池ᆓの道を深く✲め、㭯ᾦ㌺⍆山の号をཷ
ける。村議ဨ、村総代の⫋をஂしく勤めるഐら㟷年をᩍᑟした。明治43(1910)年に☃を建立。

70 西田ඛ生ᑑ☃ ● 26 ●
ಙዊཌく、仏ᩍᩍ⫱のഐら、Ⲕ道・㡢᭤・生花・造花のᢏを広く門ᘵに指ᑟ、ඹ有林の⣮議解Ỵにᚑい難ᒁを㔜ね平和
にฎしたຌ⦼を組合長から表ᙲされたグ㘓。明治45(1912)年に建立。

71 清水⦭ඛ生ᑑ☃ ● 26 ●
旧赤穂⸬に生まれ明治5(1872)年に有年村に転ఫ、家事のഐら子ዪに⦭をᩍᤵした。ᩍえをཷけた㔪子は百余人
をᩘえた。大正3(1914)年に門ᘵらが建立。

72 高橋ඛ生☃ ● 26 ●
明治20(1887)年、西有年生まれ。ᗂᑡより華道にᚿし西田ඛ生門下で学び、池のᆓ、立正華、盛花、造花、料⌮を学
び、広く㟷年有ᚿにᩍᤵした。昭和31(1956)年建立。

73 西川岳㌺ᑑ☃ ● 26 ● 大正11(1922)年建立。

74 ᨻ家ඛ生之☃ ● 26 ● 大正13(1924)年建立。

75 ᮏ田ඛ生之☃ ● 26 ● 昭和11(1936)年建立。

76 ⚟ᮏඛ生之☃ ● 26 ● ⚟ᮏ⸨治は㞼㌺人と号し、池のᆓ流ὴに学び、門人は300名を㉸えた。昭和6（1931）年建立。

77 明治ኳⓚ㥔㍫グᛕ☃ ● ● 大正13(1924)年、明治18(1885)年8᭶8᪥、ඖᮏ㝕ᰗ原㐓㑻㑰にて御ఇ᠁された栄を後世にఏえるために建立。

78
明治ኳⓚ⪷ᚨ☃
（東有年）

● ●
大正ඖ(1912)年、東有年、中山、楢原の在郷㌷人が明治ኳⓚのᚨをംんで建立。

79
明治ኳⓚ⪷ᚨ☃
（有年楢原）

● ●
明治ኳⓚのᚨをംんで大正6(1917)年に建立した。

80
明治ኳⓚ⪷ᚨ☃
（有年牟礼）

● ●
大正4(1915)年、牟礼・原・横尾の三か村の氏子が明治ኳⓚを称えて建てた☃。

81 上ኳⓚ༶グᛕ☃ ● ● 大正4(1915)年、大正ኳⓚがኳⓚのについたのをグᛕして牟礼・原・横尾の在郷㌷人が建てたもの。

82 上ኳⓚ㥔㋫之☃ ● ●
明治18(1885)年、明治ኳⓚ中国地方ᕠᖾのᖐ路、鯰峠㉺えのఇ᠁の場所となったことをグᛕし地ඖఫ民が明治
29(1896)年に建立。

83
大㑊神社(西有年)の
ケ䝲キ

● 25 ● ●
ᖿ周り4.3㼙のᕧ木。ケ䝲キとして赤穂➨1と思われる。

84
有年中学ᰯ東土ᡭの
ケ䝲キ

● 25 ●
ᖿ周り3.5㼙のᕧ木。ケ䝲キとして赤穂➨2と思われる。

85
西有年・馬路池㑇跡
採集石㙨

● 23 34 ●
有年考古館には、馬路池で採集されたいくつかのพ基ᘧ石㙨が収ⶶされており、形≧から約10,000年前のものと推定
されている。

86
有年牟礼・山田㑇跡ฟ土
「⛙」線้㡲ᜨჾ

● 23 31 34 ●
有年牟礼・山田㑇跡の発᥀ㄪᰝによって、「⛙」と線้された平Ᏻ時代頃の㡲ᜨჾのᆗ片がฟ土している。赤穂郡と⛙
氏との深い関わりを示す㑇物である。

87
有年牟礼・山田㑇跡ฟ土
㣭土ჾ⩌

● 23 34 ●
有年牟礼・山田㑇跡の発᥀ㄪᰝでは、ᘺ生時代後期ᮎにおける一辺19ｍの大ᆺ方形周⁁が発見され、有年原・田
中㑇跡と類ఝした㣭ჾ台のほか、㣭ና、大ᆺናがฟ土した。

88
有年原・田中㑇跡ฟ土ึ
期㡲ᜨჾ⩌

● 23 31 34 ●
有年原・田中㑇跡の発᥀ㄪᰝでは、5世⣖前༙の㡲ᜨჾ⏎、高ᆗや瓦㉁高ᆗ、土ᖌᐊ⏋などがฟ土しており、渡᮶人
との直接的な関わりが指されている。

89 ⽥無山古ቡ⩌採集ᇰ㍯ ● 23 34 ●
⽥無山古ቡは、発᥀ㄪᰝこそされていないが、⟄・ᮅ㢦形ᇰ㍯のほか、馬・鳥・┪・⯪・・家形ᇰ㍯など多様な形㇟
ᇰ㍯が見つかっており、5世⣖前༙の┕ቡであることがわかっている。



15�

ୈ̐ষɹ̏ɽ地Ҭʹࠜࠩしͨྺ࢙จԽのࢹ

༗۠ͷྺ࢙จԽҨ࢈Ұཡʢ�ʣ ൪߸ࢹ˞ ��� ทΛࢀরɻ

1 2 3 4 5 6
こと 解　説

地域の歴史
文化の視点
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90 ⽥無山古ቡ⩌ ◎ 23 31 34 35 ●

1号ቡは、⽥無山山頂（ᶆ高70.4㼙）に所在する長52㼙の帆立㈅形古ቡで、東に造りฟしをᣢつ。最古⣭の馬ᆺᇰ㍯
のほか⯪形ᇰ㍯やึ期㡲ᜨჾなどがฟ土。ቡ頂からは有年地区から上郡町、相生市までを⮫む眺望が広がる。古ቡ
時代中期前༙に築造されたものと推測され、この時期の古ቡとしては千種川流域で最大のつᶍをᣢつ。県指定。ほか
に小ቡが2基あり。1号ቡは県指定ྐ跡。赤穂の昔話では、古ቡの築造にかかわる⽥の話が残る。（赤穂の民俗）

91 野田2号ቡ ◎ 23 ● 野田古ቡ⩌中の1基で、玄ᐊに間ษりをᣢつ≉ᚩのある「♲園ሯᆺ石ᐊ」のᶆ㆑㑇跡。県指定。

92 木虎谷2号ቡ ◎ 23 ●

木虎谷古ቡ⩌中の1基で、ቡୣの直ᚄ15.6ｍ高さ6.5ｍのቡで市内最大の横✰ᘧ石ᐊቡ。石ᐊの長9.5ｍ、そのう
ち玄ᐊの長さ5.3ｍ、ᖜ2.2ｍ高さ2.4ｍあり、⩎道は୧⿇ᘧ。「Ჴ」と呼ばれる石の下にほぼ同じ大きさの板石が敷かれて
いたとఏわることから、前方に石を立て、ഃ壁・奥壁を利用して石として用いたものと思われる。Ჴのある横✰ᘧ石
ᐊቡは播磨地方ではẚ㍑的まれである。県指定。

93 ሯ山6号ቡ ◎ 23 ●
ሯ山古ቡ⩌56基中最大の古ቡ。ቡୣつᶍは15.8㼙㽢17.5㼙のቡで、玄ᐊ間ษりをもつ大ᆺ横✰ᘧ石ᐊをᣢつ。
ฟ土土ჾは㡲ᜨჾの付ᮼ、台付長㢕ናなど5点。県指定。

94 有年原・田中㑇跡 ◎ 23 25 29 31 ● ●

ᘺ生時代中期からᐊ町時代まで続く」合㑇跡。建物跡としてᘺ生時代中・後期の❿✰建物跡⩌、古ቡ時代の❿✰建
物跡⩌、㣕鳥・ዉⰋ・平Ᏻ時代の᥀立柱建物跡⩌➼が検ฟされている。ᘺ生時代後期の大ᆺቡୣとそこからฟ土し
た㣭土ჾがⴭ名。県指定ྐ跡で、බ園として整備されている。

95 東有年・Ἀ田㑇跡 ◎ 23 24 25 29 34 ● ● ●

⦖文時代後期からᐊ町時代に至る」合㑇跡で、長谷川周辺から⣽長く南東にのびるἈ積地の最南➃に立地し、東は
千種川、西と南は長谷川、北は有年山にᅖまれている。千種川流域最大⣭の集ⴠ㑇跡で、≉にᘺ生時代、古ቡ時代、
中世の集ⴠ跡がⴭ名。県指定ྐ跡で、බ園として整備されている。

96 有年家長屋門 ◎ 22 25 ●
有年家は江戸時代にはᰗ原家と同様に代々庄屋を務めた。石垣上にᵓえた長屋門は江戸時代後期に建てられたもの
で、庄屋᱁の風᱁を見せる。市指定建造物。

97 ሯ山古ቡ⩌ ● 23 34 ●
総ᩘ56基の横✰ᘧ石ᐊが集中する市内最大の⩌集ቡ。県ྐ跡のሯ山6号ቡのほかにも間ษりをもつ古ቡが4基見ら
れるほか、Ⰻዲな㑇存≧ἣを見せる。

98 片山古ቡ⩌ ● 23 34 ● 平成26（2014）年以㝆の分ᕸㄪᰝで発見された後期古ቡ⩌で、2基からなる。

99 ཪ古ቡ⩌ ● 23 34 ● 平成26（2014）年以㝆の分ᕸㄪᰝで発見された後期古ቡ⩌で、2基からなる。

100 ハトカⲔ⏿㑇跡 ● 23 34 ●
Ⲩ神社(北␊)のある新ᐑケ㰯と八幡神社(有年牟礼)のある八幡山との間の谷間の台地を「ハトカ」という。谷の奥にある
池の辺りは「Ⲕ⏿」と呼ばれ、この付近からᘺ生土ჾ片が採集された。

101 有年牟礼・ᐑノ前㑇跡 ● 23 29 34 ● ● ほ場整備にకう発᥀ㄪᰝが行われ、㙊時代頃の᥀立柱建物跡が見つかり、㍺入㟷☢☇などもฟ土した。

102 有年牟礼・山田㑇跡 ● 23 31 34 ●

昭和61(1986)年から昭和63(1988)年にかけてのほ場整備ᕤ事にకう発᥀ㄪᰝで見つかったᘺ生時代中期から㙊・ᐊ
町時代に至る」合㑇跡。ᘺ生時代中・後期の❿✰ఫᒃ、古ቡ時代・㣕鳥・ዉⰋ・平Ᏻ時代の᥀立柱建物跡⩌などの㑇
ᵓやそれにకうᩘ多くの㑇物がฟ土し、有ຊ者が長い年᭶にわたってఫんでいたことがุ明した。平Ᏻ時代の「⛙」の
ヘラ描き㡲ᜨჾ片は、千種川流域における⛙氏ఏᢎの存在を裏付ける。ᘺ生時代後期の方形周⁁は、有年原・田
中ቡୣ同様㈗㔜な㑇ᵓ。

103 有年牟礼・田㑇跡 ● 23 ● ● ●

平成17（2005）年から行われた有年地区土地区画整⌮事業にకう発᥀ㄪᰝで、⦖文時代後期以㝆の」合㑇跡であるこ
とがุ明した。≉にᘺ生時代中期、古ቡ時代後期の❿✰建物跡⩌が多く見つかり、↝ኻఫᒃや㘫෬関㐃㑇ᵓなどが発
見されている。また集ⴠ⦕辺部では古ቡ時代中期の石〇ᶍ造ရ➼を用いた祭♭跡も検ฟされた。

104 奥山田古ቡ⩌ ● 23 34 ●
ሯ山の谷を北へⓏる斜面及び山頂尾根上にᩓ在する3基からなる後期古ቡ⩌。うち1基は♾園ሯᆺ石ᐊである。

105 ハトカ古ቡ⩌ ● 23 34 ● 有年牟礼Ꮠハトカの谷にある8基でᵓ成される後期古ቡ⩌。

106 Ⲩ神山古ቡ⩌ ● 23 34 ●
有年牟礼Ꮠ⸨ケ谷のⲨ神山にある12基でᵓ成される後期古ቡ⩌。残存≧ἣはᝏく、石ᮦのᩓからุ᩿しているもの
が多い。

107 山田奥❔跡 ● 23 34 ●

市内၏一の古代の❔跡。『赤穂市ྐ』では9世⣖まで᧯業した⅊原(⅊ᤞて場)を☜ㄆしたとされ、平成26（2014）年以㝆
に実施した分ᕸㄪᰝでは、7～9世⣖代の土ჾ類が多く採集されている。

108 北原㑇跡 ● 23 34 ●
山ᔂれのため㑇跡は大きく◚ቯされており、戦後の◁防ᕤ事により㑇跡は完に◚ቯされた。㑇物は◁防ᕤ事中に採
集されたもので、石㙨・石㗹・磨〇石᩼・土ჾなどが見つかっている。

109 北原古ቡ⩌ ● 23 34 ●
奥山の西ഃ斜面一帯に広く分ᕸする古ቡ⩌で、6基でᵓ成されるが、うち3基は⟽ᘧ石で現在☜ㄆできない。5号ቡ
は୧⿇ᘧもしくは♲園ሯᆺの横✰ᘧ石ᐊと推定されている。

110 奥山古ቡ⩌ ● 23 34 ●

原小学ᰯ裏山の奥山にある中後期の古ቡ⩌であるが、昭和20年代の◁防ᕤ事によって、かなりの改ኚをཷけている。
これまでのㄪᰝグ㘓から15基は存在していたと思われるが、現在☜ㄆできるのは11基である。1号ቡからはᇰ㍯、㡲ᜨ
ჾ、鉄㙊が、4号ቡからはᇰ㍯、㗩␃▷⏥➼がฟ土したとされる。

111 有年原・北␊㑇跡 ● 23 34 ●
有年原・北␊㑇跡は、有年原Ꮠ北␊の台地にある。東は計谷を㉺えて津村に接し、西は木虎谷と境している。民家
や田⏿のあるᡪ≧台地からその裏山にあたる北山一帯に広がる㑇跡。採集㑇物は、石ჾ・土ჾなどᩘ十点に及ぶ。

112 有年原・クル䝭㑇跡 ● 23 34 ●

⦖文時代後期以㝆の㑇跡。⦖文時代ᬌ期や古ቡ時代ึ頭の❿✰建物跡が見つかったほか、ዉⰋ時代のቚ᭩土ჾが
発見された。また、8～9世⣖に形成された土ᆙ列が᮲里ᆺ地に୪行して検ฟされ、これまで不明だった地の設定
時期が同時代であるྍ⬟ᛶが高まった。

113 計谷古ቡ⩌ ● 23 34 ●
木虎谷古ቡ⩌の東ഃ尾根上から原地区ඹ同地北西部のୣ㝠斜面一帯にある、21基でᵓ成される後期古ቡ⩌。うち2
基は♾園ሯᆺ石ᐊである。

114 計谷奥古ቡ ● 23 34 ●
直ᚄ12ｍのቡで、玄ᐊᖜ1.9ｍの୧⿇ᘧ横✰ᘧ石ᐊをもつ。♾園ሯᆺ石ᐊであり、市内有ᩘの大ᆺ古ቡである。

115 津村古ቡ⩌ ● 23 34 ●
北山池北ഃのୣ㝠斜面にある、9基でᵓ成される古ቡ⩌。6号ቡは「津村古ቡ」としてሗ࿌されており、⟽ᘧ石内から
鉄㙊がฟ土した。

116 ⋢ᇼ古ቡ⩌ ● 23 34 ● ⽥無山の北東あたりにある5基からなる後期古ቡ⩌で、現≧は4基が☜ㄆできる。

117 有年原・田中ቡୣ ● 23 34 ●

1号ቡୣ(形周⁁)は直ᚄ約19ｍ、㝣橋部と✺ฟ部をもち、ᘺ生時代後期の多㔞の㣭土ჾがฟ土した。。ฟ土
㑇物の中でናやჾ台は、後にฟ現する≉Ṧና・≉Ṧჾ台の祖形とみられ、ⴿ㏦礼に使用された౪⊩土ჾであり、
㑇ᵓとともに兵庫県下でも類を見ない㑇跡である。

118 木虎谷古ቡ⩌ ● 23 34 ●
西池の北ഃ斜面に広く分ᕸする後期古ቡ⩌で、21基でᵓ成される。2号ቡは石Ჴをもつ୧⿇ᘧ横✰ᘧ石ᐊ、8号ቡは
♾園ሯᆺ石ᐊ、11号ቡは発᥀ㄪᰝ後ᾘ⁛した。16号ቡと呼んでいるものは⟽ᘧ石2基である。

119 木虎谷㑇跡 ● 23 34 ●
木虎谷は奥山と北␊北山との間にある谷。⦆い斜面に横✰ᘧ石ᐊቡがあり⩌集ቡを形成している。⩌集ቡに交じって
谷の東よりに2基の⟽ᘧ石が頭を接して୪んでいる。

120 野田㑇跡 ● 23 34 ●
昭和52(1977)年に道路ᣑ張ᕤ事が施されるにあたり事前ㄪᰝがなされた。磨⁛の⃭しいᘺ生土ჾが多く、上流から流
れてきたものと推測される。その他石㙨などの石ჾ類が採集されている。

121 野田古ቡ⩌ ● 23 34 ●
野田地区はかつてᘺ生の大集ⴠがあったところで、ᘺ生中期の土ჾが採集されている。集ᅋの㤳長のቡとして山地
地区に残っている❿✰ᘧ石ᐊቡがあり、その後、横✰ᘧ石ᐊを造ることがἼ及したと考えられる。

122 上所ཪ⁁㑇跡 ● 23 34 ● 昭和57(1982)年、ほ場整備事業の時に、ᩘ点の土ჾを採集。

123 上所山田㑇跡 ● 23 34 ● 山麓の東斜面にあたり、高ᆗ形土ჾを1点発見。

124 三㌺家㑇跡 ● 23 34 ●
昭和15(1940)年頃、付近の西斜面開ቧ中にᩘ片の土ჾ片が発見され、その後に石㙨1点が見つかる。峠上の立地から
高地ᛶ集ⴠのྍ⬟ᛶが考えられる。

125 三㌺家古ቡ⩌ ● 23 34 ●
後⸨㝕山の南ഃ一帯にᩓ在している。峠の山頂に至る間に8基ある。林道ᕤ事によって峠頂上部に近い3基はኻわれ
ている。8基。

126 中所古ቡ⩌ ● 23 34 ● 北は⢭谷山から南は後⸨㝕山に至る東ഃの斜面に7基の古ቡが築かれている。

127 ␒ヶ瀬古ቡ⩌ ● 23 34 ●
東有年から黒沢山へⓏる道の西ഃ山〈にቡが୪んで築かれている。この古ቡを築いた集ᅋの生活基┙は片山地区
の山麓にあったと思われる。

128 ⢭谷山㑇跡 ● 23 34 ●
⢭谷山はᩍᑓ寺の裏にそびえるᶆ高200ｍほどの山。頂上に横✰ᘧ石ᐊቡがあり、その南ഃ下方へ20ｍほど下った平
ᆠ地の北㝮に⟽ᘧ石のᔂれとみられる2つの平石が立っている。

129 下Ⳣ生㑇跡 ● 23 34 ●

西有年から流れていた長谷川が東有年の谷口で千種川と合流するあたり一帯の地。砕石ᕤ場ができて山ᐜはⴭしくኚ
わったが、స業場のあるあたりが「下Ⳣ生」とよばれるところである。採石స業場建築にあたり整地中に土ჾ1点が採集さ
れた。

130 上Ⳣ生㑇跡 ● 23 34 ●

清水山の南東山〈に置し、山からの土◁ሁ積によって形成されたᡪ≧地と長谷川のỏ℃原上に立地。ᘺ生時代後
期の❿✰ఫᒃ跡や柱✰跡などが検ฟされたことから集ⴠ跡と考えられ、長谷川をᣳんで対岸の東有年・Ἀ田㑇跡との
関ಀがὀ目される。❿✰ఫᒃ跡からは、ᘺ生土ჾ以外に柱≧片ล石᩼や鉄㙨などがฟ土。⦖文時代後期の土ჾをໟ
ྵしたᒙが☜ㄆされたおり、周辺に当時のႠみがあったことが推測される。
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131 東有年・Ἀ田古ቡ⩌ ● 23 34 ●
東有年・Ἀ田㑇跡は古ቡ時代後期の❿✰建物跡が多ᩘ見つかっているが、それとはูに横✰ᘧ石ᐊを体部としたと
思われる後期古ቡ⩌の跡が3基発見されている。

132 放亀山古ቡ⩌ ● 23 34 35 ●
大㮚山から東へのびる尾根が一ẁపくなって千種川岸に㐩するあたりを放亀山という。尾根上に4基、南斜面中腹に1
基の古ቡがある。5基。1号ቡは長約40ｍを測る古ቡ時代前期前༙の前方後ቡ。

133 西有年・㐲古Ẋ㑇跡 ● 23 34 ●
有年小学ᰯ付近に広がる㑇跡で、ほ場整備事業にඛ立って平成5(1993)年に発᥀ㄪᰝが行われた。ᘺ生時代中期の
❿✰ఫᒃ跡をはじめとする多くの㑇ᵓ・㑇物が発見され、ᘺ生時代中期の大集ⴠであることがุ明した。

134 西有年・ ᮶南㑇跡 ● 23 34 ●

上組集ⴠの周辺に広がる㑇跡。平成4(1992)年にほ場整備にඛ立つ発᥀ㄪᰝが行われた。南北ᮅ時代ごろの᥀立柱
建物跡13棟と㘫෬ᕤᡣ3基が見つかった。᥀立柱建物跡⩌の中には2棟1組の長屋風の建物と他の1棟がコのᏐᆺに
配置されているものがあり、㘫෬集ⴠを▱る上で⯆深い。㘫෬ᕤᡣ跡には⅔が備えられており、䝣イ䝂の⩚口・鉄・
㔠ᗋ石・◒石などの㘫෬道ලや鉄㔥・ย子などがฟ土。

135 西有年・垣内田㑇跡 ● 23 34 ●
ほ場整備にඛ立つ発᥀ㄪᰝによって見つかった。ᘺ生時代中期にはじまる集ⴠ跡。つᶍは小さいが、このような小集ⴠ
が付近一帯に転々と存在するものと思われる。

136 西有年・ᐑ東㑇跡 ● 23 34 ●
大㑊神社(西有年)の東に置し、平Ᏻ時代ᮎ期と思われる᥀立柱建物跡3棟などが発見された。

137 西有年・玄形㑇跡 ● 23 34 ●
ほ場整備にඛ立つ発᥀ㄪᰝによって見つかった。ᘺ生時代中期にはじまる集ⴠ跡。つᶍは小さいが、このような小集ⴠ
が付近一帯に転々と存在するものと思われる。

138 西有年・㤶山㑇跡 ● 23 34 ● 西有年長根から横山にᢤける街道ἢいにあり、土ჾ類が採集されている。

139 黒鉄山土ჾ片ฟ土地 ● 23 34 ● 赤穂市内最高ᓠ、ᶆ高430.9ｍの黒鉄山の山頂からᑡし東へ下った斜面から土ჾ◚片ฟ土。

140 西有年・ᰘᗋ㑇跡 ● 23 34 ● 馬路池の近くにある。ほ場整備事業にඛ立ってㄪᰝされた近世の㑇跡。

141 西有年・長根㑇跡 ● 23 29 34 ● ●

平成3(1991)年にほ場整備事業にඛ立ち発᥀ㄪᰝが行われ、多ᩘの㑇ᵓ・㑇物が見つかった。7～8世⣖の᥀立柱建
物跡15棟と、付近からฟ土した面◵や「大」とヘラ描きされた㡲ᜨჾ─が≉にὀ目される。この地にはᚊ௧時代の役
所があったと思われる。このほかᐊ町時代の戸跡からは᪥ᮏ最古のฟ土である木ᦾ⮻がฟ土。

142 長根古ቡ⩌ ● 23 34 ● 1号ቡは長根山の東斜面中腹にあり、2号ቡは南斜面にあった。

143 西有年・堂場ヶ市㑇跡 ● 23 34 ● 東中野集ⴠに置し、中世の᥀立柱建物跡が多ᩘ見つかっている。

144 西有年・堂ච㑇跡 ● 23 34 ● 北組集ⴠ周辺にあるዉⰋ時代から平Ᏻ時代の㑇跡。

145 馬路池㑇跡 ● 23 34 ●
市内最古の㑇跡で⦖文時代早期・前期にまで㐳ることができる。松岡秀夫らにより発᥀ㄪᰝが行われ、石㙨など多ᩘの
石ჾ類がฟ土している。

146 西有年・⏿田㑇跡 ● 23 34 ●
ほ場整備にඛ立つ発᥀ㄪᰝによって見つかった。ᘺ生時代中期にはじまる集ⴠ跡。つᶍは小さいが、このような小集ⴠ
が付近一帯に転々と存在するものと思われる。

147 西有年・北㑇跡 ● 23 34 ●
昭和63（1988）年に、ᕤ場建設予定地内の発᥀ㄪᰝで発見された㙊時代の集ⴠ㑇跡。2棟分の᥀立柱建物跡➼が
見つかった。

148 北山古ቡ⩌ ● 23 34 ● 西有年北山一帯にある古ቡ⩌で、西山田に2基、山田に2基ある。い䛪れも集ⴠ地の北の山の中腹斜面である。4基。

149
西有年・木ノ目池の下
㑇跡

● 23 34 ●
古ቡ時代後期の流路が検ฟされ、土ჾや木〇ရが多㔞にฟ土。古ቡ時代後期の❿✰ఫᒃ跡も発見されている。

150 西有年・木ノ目池㑇跡 ● 23 34 ● 原組集ⴠ周辺にある⦖文時代からᐊ町時代にかけての㑇跡。

151 与谷口古ቡ⩌ ● 23 34 ● 33基の小つᶍな積石ሯ⩌。一部が発᥀されて㡲ᜨჾがฟ土し、古ቡ時代後期とされている。

152 西有年・与谷口㑇跡 ● 23 34 ● 東中野集ⴠに置し、中世の᥀立柱建物跡が多ᩘ見つかっている。

153 西有年・大山㑇跡 ● 23 34 ● ● 坂折池南のୣ㝠谷部にあり、ึ期備前↝とともに❔壁片が採集されたことから、❔が築かれていたと推定されている。

154 高野㡲城跡 ● 23 24 29 32 34 ● ●

相生市との境にあるⲨ山(ᶆ高316ｍ)の頂上にある。石垣の一部が残り、谷には馬Ὑ場とఏわるところもあるが、つᶍᵓ
造は不明。城は赤松ྑ馬助正、上᭶城赤松ᨻ⠊のおじにあたる。ኳ正5(1577)年に⩚ᰘ秀ྜྷ㌷が上᭶城をᨷめ
た時、ᨻ⠊とともに戦Ṛ。頂上には「龍⋤山の♲園さん」とよばれた♲園神社があり、㞵ஒいの神として地ඖからಙ௮を
集めていたが、現在は八幡神社(有年牟礼)に合♭。龍⋤山の名は㞵ஒいの神・龍神がఫむとఏわることから、海神社と
もゝう。

155 鴾ヶ堂城跡 ● 23 24 29 32 34 ● ●

㦂行寺裏山の三㔜山の山頂(ᶆ高196ｍ)に㘽形Დ郭ᘧの山城跡がある。三㔜山は小さな山が三つ㔜なり一直線に見え
ることから呼ばれ『播磨㚷』には「ᙳなしのᓟ」と᭩かれている。その昔は山頂にച松(からかさまつ)と呼ばれるᕧ木があ
り、山頂が㗹のඛ➃のようにとがっていたため、一᪥中松のᙳが見えないことからつけられた名で、㦂行寺の不思
議の一つ。山頂から南へ尾根䛵たいに᭤㍯、石垣、ᇼがある。現在山頂には、鴾ヶ堂城展望台がある。城は赤松氏
のฟのኴ田(小田)ᙎ正。

156 後⸨㝕山城跡 ● 23 24 34 ● ●
有年楢原の三㌺家集ⴠの⫼後、ᶆ高150ｍの山頂にある。一部に石垣を備えた広い᭤㍯が東西に୪び、これを帯᭤㍯
が2ẁにᕠっている。城は後⸨᯾とఏえられるのみで、ヲしいことはわからない。

157 㘠子城跡 ● 23 24 29 34 ● ●

東有年と中山の境、ᶆ高147ｍの急ᓧな山頂にあり、ู名を大㮚山城、谷口城、中山城ともいう。『播磨㚷』によれば、最
ึの城は岡豊前Ᏺと呼ばれた土豪であるらしい。その後赤松秀光の三⏨小河後Ᏺ秀やᐩ田ྑிなどがᒃ城し
たという。城跡には、㘽形Დ郭ᘧに配置された᭤㍯の跡が残り、ᐊ町時代と思われる瓦片も見つかっている。城跡の下
方のᒾ┙には水があり、現在これを㟋水とし「大龍ᶒ現」が♭られている。

158 有年山城跡 ● 23 24 29 34 ● ●

八幡神社裏のᶆ高220ｍの山頂にあり、八幡山城・大㮚山城ともいう。現在᭤㍯となる平ᆠ地や土ሠ・ᇼなどの跡が
ㄆめられる。᭤㍯の配置は㘠子城と同じく㘽ᆺᲓ郭ᘧで、市内最大のつᶍを誇る。古᭩によれば、この地に最ึに城を
築いたのは赤松ಙ⃰Ᏺ⠊資の三⏨ᮏ郷ᤲ部直㢗で、㈆和年間(1345㻙50)のことという。直㢗のあとこの城にᒃ城した
のはᐩ田ྑிである。ᐩ田ྑிは有年山城の南に置する㘠子城からこの城に移ったが、その後ᾆ上᐀景にᨷめら
れて⁛ぼされたという。

159 清水山廃寺跡 ● 23 24 29 34 ● ● ●
東有年山ᡭにあるίἨ寺はඖ清水山にあった。๐平地や池が残る。

160 㡲㈡神社(黒尾) ● 25 ● ●
「黒尾のⲨ神社」と呼ばれ、農⪔の神として⣲ᡆႲ命を♭っている。社には、赤穂市指定有形文化財である黒尾㡲㈡神
社⩏ኈ画ീ図絵馬がዊ納されていた。

161 八幡神社(有年牟礼) ● 25 31 33 ● ●
周世八幡神社からの分㟋。祭神は応神ኳⓚ、௰ယኳⓚ、神ຌኳⓚの三神。「農⪔図絵馬」をはじめ法橋⩏ಙ画、清原
千古画の絵馬がᩘ多く残っている。大㑊神社を合♭。

162 八幡神社(東有年) ● 22 25 33 ● ● ●

祭神は田ู命(応神ኳⓚ)、帯中津᪥子命(௰ယኳⓚ)、息長帯ጲ命(神ຌⓚྡྷ)。上郡町山ノ里Ᏻᐊ川␁に鎮座してい
たが洪水のため流れ、東有年中河岸の大ᮡにかかっていたのを土地の人が⚆をたてዊᩪしたという。境内には➉内宿
⚇命を♭る社、水神社、Ⲩ神社3社、もと黒沢にあった㡲㈡神社を合♭。

163 御旅所 ● 22 25 33 ● ● ●
有年保⫱所西ഃにある八幡神社（東有年）の御旅所。かつて上郡町山野里にあった八難神社の社Ẋが洪水で流され、
ここにあった松の大木に流れ╔き、これを現在の場所に♭ったという八幡神社（東有年）のఏᢎ地である。

164 㡲㈡神社(谷口) ● 25 ● ● 明治4（1871）年ዊ㑄。小⚆に✄Ⲵ、Ⲩ神、⊷田ᙪの三神を合♭。

165 㡲㈡神社(有年原) ● 25 ● ● ᐶᨻ5（1793）年、八幡神社(有年牟礼)の改築古ᮦで建て、有年原村のⲨ神を合♭した。ู名「北␊のⲨ神さん」。

166 㡲㈡神社(野田) ● 25 ● ● 祭神は⣲└㬆命、✄㨦命。

167 㡲㈡神社(中所) ● 25 ● ● 祭神は⣲└㬆命とኳ↷大神。

168 㡲㈡神社(楢原新田) ● 25 ● ● 祭神は✄㨦命、⣲└㬆命。境内に明治ኳⓚ⪷ᚨ☃がある。「くもじ祭り」が毎年7᭶に境内でおこなわれていた。

169 㡲㈡神社（上所）跡 ● 25 ● ●
上所の㡲㈡神社は明治42(1909)年、中所の㡲㈡神社に合♭された。跡地にはグᛕ☃が建つ。

170 㡲㈡神社（三㌺家）跡 ● 25 ● ●
三㌺家の㡲㈡神社は明治42(1909)年、中所の㡲㈡神社に合♭された。跡地にはグᛕ☃が建つ。

171 大㑊神社(西有年) ● 22 25 31 33 ● ●

創立年代不ヲ。『播磨㚷』に紅葉の名所と⤂される西有年野々ᐑにあり、祭神は⛙河。その他、寄せᐑにኳ↷ⓚ大
神、Ⳣ原道┿、⣲ᡆႲᑛ、∵頭ኳ⋤、ᑡᑗᐑなどが合♭されている。絵馬堂には、法橋にླྀせられた北᮲文ಙ画の
赤穂⩏ኈ絵馬、ᐑ相᧞ຊኈ␒付表がዊ納されている。なお㡲㈡神社ᮏẊのᗋ下から発見された前ྃ集㢠は市指定文
化財に指定された。

172 大㑊神社(横山) ● 25 31 ● ● 戦後の横山地区の開拓にకって移されたとఏわる。

173 大㑊神社跡（有年牟礼） ● 31 ●
かつて大㑊神社が鎮座していたが、明治38（1905）年3᭶18᪥に有年牟礼の八幡神社に合♭された。近年までは、社と
池≧地形のほか、水路と㝣橋が残されていたが、有年地区土地区画整⌮事業によって整地された。

174 山⋤神社 ● 25 ● ●
ඖは㦂行寺にあり、有年横尾の上の山に横尾Ⲩ神社、✄Ⲵ神社、ሰ之神社を境内社として合♭し、現在地の㡲㈡神社
とేせ移された。
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175 光明寺 ● 25 ● ●

もとは黒沢山山頂にあったが、文化3（1806）年に現在地に移った。境内の石仏としては西国八十八ヶ所石仏、西国三
十三ヶ所石仏のほか㜿ᘺ㝀三ᑛീ、馬頭観㡢⸃ീ、ᘯ法大ᖌീ、地ⶶ⸃ീ（ᘏ命地ⶶ・子Ᏺ地ⶶ・水子地ⶶ）が
ある。山号は黒⃝山。

176
光明寺跡
（奥の院）

● 24 25 29 32 34 ● ● ●

東有年片山⫼後のᶆ高332ｍの黒沢山山頂にあり、┿ゝ᐀高野山ὴ。創建は大同ඖ(806)年にᘯ法大ᖌが၈からᖐ郷
の㏵、この寺を建立とఏわる。南北ᮅ時代の『ᓠ相グ』に名がみえ、᪤に播磨でも有ຊな寺院であったことがわかる。山
頂一帯にあった堂ᏱやൔᆓはỌ⚘年間(1558～1569)のึめ頃にᑽ子ᬕஂのにより↝ኻ。以後江戸ึ期にጲ路⸬池
田㍤ᨻに田⏿の寄進をཷけ、いくつかの建物が建されたが、文化3(1806)年に現在の東有年片山に移った。現在も
いたるところに多ᩘの㍯ሪやᐆ⠑印ሪのほか、不動明⋤ീ、㜿ᘺ㝀ዴ᮶ീ、地ⶶ⸃ീなどᩘ多くの石造物があ
る

177 ᩍᑓ寺 ● 25 ● ●
創立は戦国時代、赤松๎村の家⮧、清水ᶒኴ夫のᏞ源之進、上郡町⣽野ⓑ山の合戦にᩋれ仏門に入り、㔘♸ᩍと
称し⢭谷山ᩍᑓ寺なる一ᏱをỌா2(1430)年に建立した。山号は⢭谷山。

178 明源寺 ● 25 ● ●

ඖ㦂行寺にあったが、中世頃⽥無山の麓に下山したという。ኳ文ඖ(1551)年、ί土┿᐀東ᮏ㢪寺ὴ十代ドዴ時代、┿
ゝ᐀より転じί土┿᐀となる。山号は㟋᠕山。境内には源氏流活花の家ඖ、千葉龍ᘨの☃や、༙⫗᙮りで舟形後⫼
をもつ石造地ⶶ⸃ീ（ീ高47䟛）がある。

179 ίἨ寺 ● 25 ● ● 大Ọ2(1522)年、ൔᑓ法ᖌが東有年清水山に創立。後に東有年山ᡭに移す。ί土┿᐀ᮏ㢪寺ὴ。山号は清水山。

180 ῟Ὀ寺 ● 25 ● ●
西有年東中野にあるί土┿᐀ᮏ㢪寺ὴの寺院。代々西有年の庄屋を勤めていた寺田家のᘺḟ㑻が明治8(1875)年に
開基。山号は小亀山。

181 大寺 ● 25 32 ● ●
ί土┿᐀大谷ὴの寺院で、大Ọ2（1522）年に᐀ㄋによる開基とされる。もとは西有年横山のභ道山にあり、ᮏ堂は5間4
面で㚝ᴥ➼もあったという。山号はභ道山。

182 㜿ᘺ㝀寺 ● 25 ● ● 有年楢原にあるί土┿᐀ᮏ㢪寺ὴの寺院。山号➼は不明。

183 㦂行寺 ● 24 25 29 35 ● ●

医⋤山上にある┿ゝ᐀古⩏ὴの寺院で、ኳ平2(730)年に行基が築いたとఏわる。境内はᐊ町時代の㍯ሪが多く残り
その㝯盛がうかがえる。山号は医⋤山。境内や参道には㜿ᘺ㝀ዴ᮶ീ（体仏）や༙⫗᙮りの㜿ᘺ㝀ዴ᮶ീ3体があ
る。周辺は県の自然⎔境保地域に指定されており、シイ・ヒノキ・ク䝇ノキなどの自然林が残る。

184 㐢↷院跡 ● 22 24 25 29
32
34

● ● ●

『赤穂郡ㄅ』や『播磨㚷』によると、創建は高㯇のൔᜨ便が推古ኳⓚ8(600)年にこの地に一堂を建てたことに始まるとい
う。寺跡には♏石や㍯ሪなどが多ᩘ残る。採集された備前↝のናは㙊時代ᮎ期からᐊ町時代ึ頭のものと見ら
れ、㍯ሪや採集土ჾからุ᩿すれば、ᐊ町時代の寺院であるྍ⬟ᛶが高い。西有年原組の大寺がこのභ道山に
あり、現在のሷ屋の㜿ᘺ㝀堂にᏳ置されている㜿ᘺ㝀仏が、この㐢↷院のᮏᑛであったとఏわる。

185 小山✄Ⲵ ● 25 ● ●
最上✄Ⲵ小山大明神と称する。昔、西有年清水にあったが上組の人が不便だったのか昭和11(1936)年に上組河ᮏ氏
所有の上組小山に移築し♭られている。

186 ᮎ広✄Ⲵ（西有年） ● 25 ● ●
池㨶ሯ(西有年)の横にある✄Ⲵ神社。昭和20（1945）年代のึめに建立され、もと長谷川に架かる新橋付近にあったも
のが国道ᣑᖜの㝿に移転されたもの。

187 ᮎᘅ✄Ⲵ（横尾） ● 25 ● ● 有年横尾の山〈に多ᩘの鳥ᒃとともに♭られている。

188 ⸆ᖌ堂(山田) ● 25 ● ●
ᮏᑛの⸆ᖌዴ᮶ീには「ᐶỌ十一（1634）年༲᭶（6᭶）八᪥近⸨普῭స」の㖭がある。境内には㍯ሪ、ᐆ⠑印ሪがあ
る。東方に「⸆ᖌの清水」と呼ばれる水戸がある。

189 ⸆ᖌ堂(片山) ● 25 35 ● ●
片山の⫼後の山の中腹にあり「ᢎ応3(1654)年法眼ᗣᬛ᮲大仏ᖌ」と㖭のある木造の⸆ᖌ仏を♭る。境内の片㝮には
㍯ሪがᩘ基♭られている。堂の付近に清水があり、眼病・によくຠいたという。（赤穂の昔話）

190 ጁ見堂 ● 25 ● ● ᮏᑛは約10䟛の木ീ。由᮶➼は不ヲ。ඖは明源寺の西にあった。

191 小㮚の観㡢堂 ● 25 35 ● ●
ὸ野長直の建立とゝわれる。『播磨㚷』によれば、ᒾに㮚の∎跡があることから「小㮚」の名が付いたとఏわる。昔話にᮏ
ᑛを千種川からᣠい上げた説話が残されている（赤穂の昔話）。境内には地ⶶ⸃の石仏が2体Ᏻ置されている。

192 北␊家屋敷跡石門 ● 25 ● 有年原村の庄屋北␊家の門跡、ᕧ石が残されている。

193
有年宿␒所跡
（旧松下家Ꮿ跡）

● 22 25 ●
ᐶỌ年間（1624～44）頃、東有年に有年宿が移された。赤穂⸬役人はฟ張の㝿ここに宿Ἡし、前ᗞをⓑὪにして␒所と
して利用したとఏえられる。周ᅖの人たちは「御␒所」とも呼んだ。

194
有年宿ᮏ㝕跡
（旧ᰗ原家Ꮿ跡）

● 22 25 ●
ᰗ原家は有年家と୪び代々庄屋を務めた家であり、建物は参勤交代の大名の宿Ἡ施設として使用された。有年宿は多
くの旅⡲屋、Ⲕ屋でに䛞わった。なおᮏ㝕跡の建物は赤穂八幡ᐑ南ഃの᱈㑰に移築された。

195 寺子屋「正カ堂」跡 ● 25 ●
赤穂木生谷ฟ身の三Ꮿ光⬟によって創建された。明治6（1873）年には「時⩦学ᰯ」と改名した。現在の原小学ᰯの前
身の䜂とつである。原ᮏ村の中⛬にあった。

196 立場跡 ● 22 25 ●
立場は有年の宿をฟて西に進み、難所の峠にかかる前でここで㥙⡲をಟ⌮、人足・ఏ馬のఇ息や交代に使われたとこ
ろである。この建物は㥙⡲が㌺下まで入るよう㌺が深く⦕が⊃い造りとなっていたが、現在は解体されている。

197 高瀬舟ⅉ台 ● 22 25 27 30 ● ● ● 八幡神社(有年)の境内には「山のⅉ台」があり、かつて千種川を上下した高瀬舟に便を与えた。

198 旧有年橋橋台 ● 22 25 27 ● ●
江戸時代には有年宿東の千種川には橋が架けられていなかったが、明治43(1910)年になって長202㼙の県下最ึの
鉄〇橋が架けられた。現在も䝺ンガ〇の橋台が残されている。

199 ⯪╔場跡 ● 22 25 27 30 ● ● ●
江戸時代に有年横尾はᏳᚿ⸬小➟原㡿にᒓしており、そのᏳᚿ⸬の⯪╔場が千種川と矢野川の合流から上流約
100㼙の山ἢいにあった。

200 亀の⏥ ● 22 25 27 ● ●
千種川にかかる国道2号有年橋ᕥ岸上流約100ｍ間の石␚を亀の⏥と呼んだ。現在は千種川の河川改ಟでその面ᙳ
はない。赤穂⸬ὸ野時代の護岸ව高瀬⯪のⲴ積み場で、城代家⪁大野㑻兵⾨の㝕頭指によるものとఏわる。

201 大ἼṆ・小ἼṆ ● 22 25 27 30 ● ● ●

有年中学ᰯの南、千種川のほとりに大小のἼṆがあり大きい方を「大バト」、小さい方を「小バト」と呼ぶ。ἼṆという名の
通り水流を㏨し高瀬舟が╔岸できる施設があった。明治以㝆のሐ防改ಟの㝿にᡭがຍえられ、現在大バトは間▱積み
のሀᅛな石垣を見ることができるが、小バトは土◁にᇙもれている。

202 一里ሯ跡(西有年) ● 22 25 27 ●
江戸᪥ᮏ橋を㉳点として、国ㅖ街道の一里ごとに土を盛り多くは䜶ノキを植えて旅人の目印とした。有年横尾のሯの
ඖからここまでが一里である。

203 一里ሯ跡（ሯのඖ） ● 22 25 27 ● 「原村文᭩」にある絵図に描かれた一里ሯの場所。「ሯのඖ」という地名の由᮶でもある。

204 一里ሯබ園 ● 22 25 27 ●

国道373号ἢいの㡲㈡神社の北東隣にあり、平成2(1990)年に建設。国道ἢ線の市町観光䝫イントを㝡板タイルにはめ
込んだイラ䝇トマップや⸨Ჴఇ᠁舎が設置されており、千種川を⮫む䝗ライバーのఇ᠁䝇䝫ットとなっている。

205 とんぼሯ跡 ● 25 35 ●
昭和ึめ頃には直ᚄ4ｍ、高さ1ｍぐらいあったとఏえられ、とんぼのすみかとしての昔話がㄒり継がれている。（赤穂の
昔話）

206
さいじ䜗うはん
(ᘚ慶の足がた)

● 35 ● ●
八幡神社（東有年）の上に大きなᒾが㔜なりあったものを「さいじ䜗うはん」と呼び、そこにᘚ慶の足跡があるという。（赤穂
の昔話）

207 大龍ᶒ現 ● 25 35 ● ●

中山集ⴠの北、㘠子山の中腹に♭られている。麓に建てられた鳥ᒃをくぐり山道をⓏると、㏵中に大ᖌ堂があり、そこか
ら᭦にⓏるとྑᡭに大龍ᶒ現と᭩かれた石☃が、その下の清水いているところに⚆がある。昭和10(1935)年ごろ、
きฟる清水を使うと足の病がなおるとክ見せがあったとఏわる。ここには龍が水を㣧みに᮶たといい、病にຠくとされ
ている。（赤穂の昔話）

208 水㌴と用水路 ● 25 ● ● ●
田んぼに水を䜂くための水㌴のある風景はかつては有年の田園地帯でよくみられたが、現在は有年楢原に一基を残す
のみである。

209 旧西国街道 ● 22 25 27 ● 江戸時代の街道の一つで、「近世山陽道」ともいう。ி㒔から下関までの経路。

210 ⟃⣸大道 ● 22 24 27 ●
中世における山陽道。ඖᐧに備え、༤多‴岸の石築地とともに設置された㌷用道路。ி㒔භἼ⨶᥈㢟から༤多まで約
600㼗㼙に及んだと考えられている。ルートは旧西国街道と一⮴していると考えられる。

211 黒鉄山 ● 35 ●

大津地区の北ഃにそびえる黒鉄山はᶆ高430.9ｍを誇る。頂上からは北は中国山⬦、南はῐ路ᓥ・ᅄ国が望める。➨
ḟ世⏺大戦までは山麓で㖡㖔石の採᥀が行われていた。大正時代ึ期頃まで、᪭ばつ時には㝆㞵の♳りをこめて
村人総ฟで山頂にう䛪高く積み上げた⸄をいて㞵ஒいを行った。氏神様をᓫめなかった大津へのኳ⨩に関わる昔話
がある。（赤穂の昔話）

212 鯰峠 ● 22 25 27 35 ● 有年と上郡町ヶ原間の峠。ⱝい⏨ዪに化けた鯰の説話から鯰峠とゝわれている。（赤穂の昔話）

213 有年峠 ● 22 25 27 ● 西有年立場からヶ原へᢤける旧西国街道の峠。

214 清水峠 ● 22 25 27 ● 上Ⳣ生から横山へ至る峠。

215 周世坂峠 ● 22 25 27 ● 周世より有年へ通じる㝣路で、かつてのせ道であった。

216 千種川 ● 25 27 30 ● ● ●
ຍ古川・市川・ᥬ保川・ክ前川と୪び播磨川の一つ。清流で▱られ名水百㑅にも㑅ばれている。水深がὸく流速が速
いために川ᗏの石のⱏの⫱成がⰋく、兵庫県下でᒅ指のアユ釣り場。

217 長谷川 ● 22 25 27 ● ● 横山から西有年を経て上Ⳣ生から千種川へ流れる。

218 矢野川 ● 22 25 27 ● ● 相生ⱝ⊃野方面から有年牟礼、有年原➼を経て千種川へ流れる。
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219 有年大池 ● 25 ● ●
長谷川の上流に、西有年地区農地の水不足対応のために築かれた。12年かかって昭和28(1953)年に完成。満水時貯
水面積51,800㎡を測る。

220 馬路池 ● 25 35 36 ● ●
鯰峠の谷に、西有年地区農地の水不足対応のために築かれた。満水時の貯水面積が55,800㎡を測る、千種川流域最
大の池。

221 長谷池 ● 22 25 ● ● 長谷川の上流に、西有年地区農地の水不足対応のために築かれた。

222 坂折池 ● 25 ● ● 上組の谷に、西有年地区農地の水不足対応のために築かれた。満水時貯水面積54,200㎡を測る。

223 木ノ目新池 ● 25 ● ● 山田地区の谷に、西有年地区農地の水不足対応のために築かれた。

224 木ノ目池 ● 25 ● ● 山田地区の谷に、西有年地区農地の水不足対応のために築かれた。

225 稗田池 ● 25 ● ● 清水山麓に、西有年地区農地の水不足対応のために築かれた。

226 片山池 ● 25 ● ● 片山地区の谷に、東有年地区農地の水不足対応のために築かれた。

227 ハトカ池 ● 25 ● ● 牟礼地区農地の水不足対応のために築かれた。

228 猪垣 ● 25 ● 各地の山麓にあり、鹿、猪その他獣類の侵入を防ぐために築かれた土練塀。

229 東池 ● 25 ● ● 有年原地区農地の水不足対応のために築かれた。

230 西池（有年原） ● 25 ● ● 有年原地区農地の水不足対応のために築かれた。

231 西池（有年牟礼） ● 25 ● ● 有年牟礼地区農地の水不足対応のために築かれた。

232 奥池 ● 25 ● ● 有年牟礼地区農地の水不足対応のために築かれた。

233 中池 ● 25 ● ● 有年牟礼地区農地の水不足対応のために築かれた。

234 有年村役場跡 ● 25 ●
明治22(1889)年、東有年に建てられていたが昭和30(1955)年に有年村は赤穂市に編入され旧村役場の玄関部分と門
柱は有年考古館の玄関として移築保存されている。

235 松岡医院病棟跡 ● 25 ●
大正4(1915)年、松岡與之助が松岡眼科病院を創立し、当時多発したトラホームの早期治療とその予防のため学童の定
期検眼、生活改善に寄与した。病棟は木造2階建、桟瓦葺、寄棟屋根、外壁下見板張であった。現在は解体された。

236 赤穂鉄道有年駅跡 ● 22 25 27 30 ● ● ●
大正10(1921)年に開通した赤穂軽便鉄道の有年駅。国鉄有年駅に隣接する形で配置され、軽便鉄道のルートは南部
からのかつての高瀬舟のルートをほぼなぞるように設定されていた。

237 赤穂鉄道線路跡 ● 22 25 27 ● ● ●
赤穂鉄道の線路跡は、昭和26（1951）年に国鉄赤穂線が敷設されて後、赤穂市へ寄付され、市道として現在も市民の
生活に役立っている。

238 赤穂市立有年考古館 ● 23 ●

昭和25（1950）年に松岡秀夫によって開設された考古館。あわせて民俗資料館とも称した。旧赤穂郡内の考古資料を
中心に収集されており、1,250点は赤穂市指定有形文化財となっている。平成23（2011）年に赤穂市へ寄贈され、赤穂
市立有年考古館としてリニューアルオープンした。

239 国道2号 ● 22 25 27 ● 旧西国街道を前身としつつ、ほぼ直線を通すように敷設された国道。

240 国道373号 ● 22 25 27 ● 山陽地方と山陰地方を結ぶ路線で、赤穂市から岡山県を経由して鳥取県鳥取市に至る。

241 ＪＲ有年駅 ● 25 27 ●
明治23(1890)年、山陽鉄道有年駅として開設。隣接して赤穂鉄道有年駅も建てられた。駅舎は県内現存最古であった
が、平成29(2017)年に解体された。

242 あこう河鹿の森 ● 25 ● ●

有年大池の上流一帯約54haに河鹿が生息していることから「あこう河鹿の森」と命名し、平成13・14年度に森林空間総
合整備事業として遊歩道約2.7㎞や林相整備が行われた。上流には百閒滝や百閒岳があり、さらに進むと大津帆坂の
砕石採取場に通じている。

243 赤穂ふれあいの森 ● 25 ●

赤穂市の北部に広がる約180ヘクタールの広大な森林。シイの自然林、人々の生活に深くかかわってきたアカマツ・コ
ナラの里山、県下では珍しいシリブカガシの林などが見られる。毎夏期間限定でカブトムシ観察施設「かぶ～ん うね」が
オープンし、山の斜面を利用した観察場で昆虫に触れながら遊べる。

244

東有年八幡神社
頭人行事
(付)東有年鎮座八幡
神社祭礼絵馬1面

◎ 33 ●

秋祭りは神事・頭人行列が行われ、神社の東約800 ｍにある御旅所まで練り歩く。頭人行列は「お渡り」と呼ばれ、屋台1
基と頭人の乗った豪華な神輿3基が行列をなして御旅所へ向かう。頭人は小学生が務める稚児頭人で、頭人の家であ
ることを示す「オハケ」とよばれる目印を設置するなど、古い祭礼の形態が残り、市の無形民俗文化財に指定されてい
る。絵馬は、山頂の八幡神社から東有年の街道筋を、神輿が御旅所まで練り歩く様子を描いたもの。

245 旧有年宿のまちなみ ● 22 25 27 ● ●
江戸時代の参勤交代で栄えた宿場町の風情が残る。『慶長播磨国絵図』には西有年に有年宿が置かれており、その後
の参勤交代実施にあたって、橋の架けられなかった千種川の川待ちのための宿場町として移転したと考えられる。

246 彼岸花（しぶら） ● 25 ● 「しぶらの里」とよばれる所以となったヒガンバナが自生する風景は、有年を代表する秋の農村風景である。

247 源氏流活花 ● 明源寺の開祖千葉龍卜によって創流され、一時は江戸に三千余名の門人があったいう。

248 アユ釣り ● 25 ● ●
千種川漁業協同組合により保護区、釣場や遊漁期間が定められている。おとりを使った友釣りが一般的で、釣りを楽し
む人々の光景も千種川の季節の風物詩である。

249 タバコ ● ●
大正11(1922)年に西有年で栽培がはじまると急速に普及した。有年駅近くにも煙草収納所が設けられ近隣の村でも葉
タバコ栽培が盛んになった。

250 横山の開拓 ● ●

昭和16(1941)年に食糧自給強化を目指す農地開発法により開始。翌年には神戸より4戸、養父郡より3戸が入植、その4
年後には18戸になり開拓村が組織された。戦後は食糧難と海外からの引揚者の就労対策事業として継続され、昭和
24(1949)年に有年開拓農業協同組合が組織された。

251 千種川の景観 ● 22 25 ● ● 千種川とその支流である矢野川、長谷川は自然豊かな景観を残す。

252 光明寺跡からの眺望 ● 25 ● 光明山山頂の光明寺跡からは、有年原・有年横尾の一帯が広く望める。

253 光明寺の紅葉 ● 25 ● 光明寺境内の八十八箇所石仏周辺の秋の景観。

254
八幡神社(有年牟礼)の紅
葉

● 25 ●
有年牟礼を見下ろす神社の秋の景観。

255 田園風景 ● 25 ● ほ場整備は実施されているものの、水田風景が残されている。

256
鴾ヶ堂城跡展望台からの
眺望

● 24 25 ●
中世城郭の鴾ヶ堂城跡の郭内には展望デッキが設置されており、有年牟礼・有年横尾・有年原の3地区を広く望むこと
ができる。

257 放亀 ● 35 ● 地名。百姓が亀を助けた（放った）おかげで、洪水によって肥沃な土が運び込まれたという。（赤穂の昔話）

258 木虎 ● ● 地名。キタウラが訛ったものという説あり。

259 西有年 ● 32 36 ●
地名。近世は有年庄。水田面積1,194,437㎡を測り（兵庫県2013『西播磨西部(千種川流域圏)地域総合治水推進計画
』）、千種川流域で最大の面積を誇る。

260 東有年 ● 36 ● 地名。

261 有年牟礼 ● 36 ● 地名。

262 黒沢 ● 32 ● 地名。近世は有年庄。かつて黒沢山中腹に黒沢村があったが、昭和30（1955）年頃より人口が減りだし、廃村となった。

263 楢原 ● 32 ● 地名。近世は有年庄。

264 栗栖 ● 32 ● 地名。近世は有年庄。

265 宿村 ● 32 ● 地名。近世は有年庄。

266 原 ● 32 ● 地名。近世は周世郷。

267 東 ● 32 ● 地名。近世は周世郷。

268 横尾 ● 32 ● 地名。近世は周世郷。

269 不動の淵(おけじゃ山) ● 22 27 32 35 ● ● ●
黒鉄山から流れる長谷川が千種川にそそぐところを不動の淵といい、その裏山に建てられた山小屋で不思議なできごと
があったという。（赤穂の昔話）




